
健康・福祉テーマ分類サービス（医療・福祉）事業分類

５－１９－０８４平成２０年３月３１日認定日大阪府大阪市地域

事業名：予防医療を目的とした産業疲労・ストレス検診事業

○事業概要（新規性、市場性等）

・平成１８年４月の労働安全衛生法改正により、過重労働者に対する事業者側の予防取り組みが重
要視され、具体的な実施にあたっては、定量的な評価尺度が求められることとなった。
・この改正に対応して、心拍計で測定する「自律神経データ」と「独自の問診表」によって、疲労状態
を定量評価するサービスを行うのが本事業である。
・得られた定量分析結果（疲労度）については、専門医の所見を付して被験者に返却し、信頼性の高
い疲労状態の評価とアドバイスの提供を実現している。
・さらに検診の結果、注意が必要な被験者に対しては専門医が対応するサービスもあわせて行う。
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㈱アセットステーション
（大阪府大阪市）
・システム全体の取り纏め
・サーバー管理・運営

システム構築・サーバー運営

つくる人㈱
（静岡県三島市）
・センサーソフトの開発力提供
・解析システムの開発力提供

解析・評価システム開発、保守

㈱ジー・エム・エス
（東京都渋谷区）
・自律神経系データ採取機器の開
発・提供

測定機器の提供

㈱産業疲労特定検診センター
（大阪府大阪市）
・営業
・検診、フォロー

連携外への窓口、販売

㈱クロスウェル
（神奈川県横浜市）
・自律神経系解析ソフトの提供
・ソフト改良

解析ソフト提供
コア企業：㈱疲労科学研究所
（大阪府大阪市）
・事業全体の取り纏め

・外部協力者との折衝

事業取り纏め
データの診断・評価

大阪市立大学医学部
疲労クリニカルセンター

横浜国立大学
工学研究院
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連携のきっかけ、特徴連携のきっかけ、特徴
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健康に関する評価、診断、治療法に関する研究と開発等業 種

kuni@fatigue.co.jpe - m a i l

株式会社疲労科学研究所 代表取締役 倉恒邦比古企業名 ・ 代 表者

・コア企業である㈱疲労科学研究所は健康関連の評価・診断等を研究してきた。
・一方、連携外協力者の大阪市立大学医学部疲労クリニカルセンターは、産業疲労外来を有
する国内唯一の医療機関で、疲労検診においては先駆的な立場にある。
・そのためコア企業と大阪市立大学医学部が協力して、本事業である疲労診断サービスを構
築することになった。更に解析ソフトの構築及びシステムの構築に於いて横浜国立大学工
学研究院に協力をお願いした。
・また、利用者の利便性を高めるためにはインターネットを使った疲労診断サービスが不可欠
であり、同分野に造形の深い連携企業の㈱アセットステーションに協力を求めた。
・さらに精度の高い測定機器と、それを運用するソフトを開発するため、㈱ジー・エム・エス、
㈱クロスウェル、つくる人㈱に連携参加を求めた。
・実際に本サービスを行う窓口として、新たに㈱産業疲労特定検診センターを設立し、営業活
動などを集約することで、連携力の高い事業とすることができた。

コア企業の会社概要コア企業の会社概要

ＰＲ等その他の情報ＰＲ等その他の情報

・疲労・ストレス検診の分野で初めての「オリジナル問診表」と「自律神経解析」で得られたﾃﾞｰﾀを基に
疲労の専門医が診断を行なうという、極めて信頼性の高い疲労ストレス検診システムです
・疲労・ストレスによる影響が懸念される公共交通機関や、一般企業での過労死、ウツ病などの予防
対策に最適です。またフィットネスクラブ等で手軽に疲労の程度を確認頂ける「簡易検診サービス」も
用意しています。
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